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キ
ー
ワ
ー
ド
：
述
体
　
主
語
―
述
語
　
題
目
―
解
説
　
助
詞
ハ
　
助
詞
ガ

一
　
は
じ
め
に

二
　
述
体
と
分
類

三
　
題
目
論
と
分
類
根
拠

四
　
助
詞
と
用
言
文

五
　
お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
述
体
の
文
は
、「
主
語
―
述
語
。」
と
図
示
す
る
よ
う
に
、
構
文
形
式
の
主
語

と
述
語
の
二
項
が
相
関
し
て
有
る
。
文
は
総
て
言
語
主
体
の
判
断
に
於
い
て
成

立
す
る
。
言
語
主
体
の
判
断
と
は
、
言
語
主
体
に
と
っ
て
の
当
該
事
態
の
存
在

と
そ
の
承
認
で
あ
る
。
思
想
の
方
便
と
し
て
、
事
態
（
コ
ト
）
は
実
体
（
モ

ノ
）
と
属
性
（
サ
マ
）
に
分
析
さ
れ
る
。
各
々
が
体
言
用
言
と
し
て
相
関
し
て

実
現
す
る
。
そ
れ
が
述
体
文
で
あ
る
。
事
態
の
存
在
と
承
認
は
、
結
果
と
し
て

こ
の
一
連
の
展
開
に
託
さ
れ
て
い
る
。
述
体
文
の
構
文
形
式
は
言
語
主
体
の
判

断
を
担
う
。
こ
れ
は
山
田
文
法
の
文
の
論
理
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
る

述
体
の
論
理
で
あ
る
（
石
神
二
〇
一
〇
）。

　
述
体
文
を
問
う
と
き
、
具
体
的
な
姿
を
為
す
述
語
の
品
詞
の
在
り
方
、
主
語

の
助
詞
の
在
り
方
、
延
い
て
は
文
意
の
在
り
方
と
い
う
こ
と
が
焦
点
と
な
る
。

そ
れ
は
述
体
文
を
下
位
の
も
の
へ
分
類
す
る
こ
と
で
あ
る
。
分
類
と
は
、
類
に

包
摂
さ
れ
る
種
が
担
っ
て
い
る
特
徴
の
分
析
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
媒
介
的
に

類
の
在
り
方
を
顕
在
化
す
る
。
述
体
文
の
分
類
は
述
体
と
い
う
文
が
文
と
し
て

有
る
こ
と
の
論
理
を
追
究
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
　
述
体
と
分
類

　
二
―
一

　
述
体
文
の
種
類
を
説
く
も
の
と
し
て
次
の
研
究
が
あ
る
。
其
処
に
は
代
表
的

な
分
類
が
あ
る
（
注
１
）。

佐
久
間
鼎
『
日
本
語
の
特
質
』（
佐
久
間
一
九
四
一
）

三
尾
　
砂
『
国
語
法
文
章
論
』（
三
尾
一
九
四
八
）

三
上
　
章
『
現
代
語
法
序
説
』（
三
上
一
九
五
三
）

物
語
り
文
　
―
　
品
定
め
文
　
：
佐
久
間

現
象
文
　
　
―
　
判
断
文
　
　
：
三
尾

動
詞
文
　
　
―
　
名
詞
文
　
　
：
三
上

　
右
の
、
佐
久
間
、
三
尾
の
も
の
は
文
意
を
以
て
の
分
類
、
三
上
の
も
の
は
述

語
形
式
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
と
品
定
め
文
（
佐
久

述
体
構
文
と
分
類

石

神

照

雄
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間
）
の
上
位
概
念
に
、
佐
久
間
は
「
言
い
立
て
文
」
を
置
く
。
言
語
機
能
「
演

述
」（
叙
事
）
を
担
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
述
体
文
に
相
当
す
る
（
注
２
）。

　
い
ま
、
主
語
の
助
詞
如
何
と
述
語
の
品
詞
別
を
以
て
典
型
的
な
述
体
文
を
記

せ
ば
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

猫
が
騒
ぐ
。　
　
　
：
ガ
動
詞
文

猫
は
騒
が
し
い
。　
：
ハ
形
容
詞
文

猫
は
動
物
で
あ
る
。：
ハ
名
詞
文

　
動
詞
文
（
三
上
）
は
、
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
現
象
文
（
三
尾
）
を
指
す
。

三
者
は
、
事
件
の
成
行
を
述
べ
る
（
佐
久
間
）、
現
象
を
有
り
の
儘
に
写
す

（
三
尾
）、
主
観
の
容
喙
を
許
さ
な
い
（
三
尾
）
等
の
文
意
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

形
式
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
主
語
を
担
う
助
詞
は
ガ
。
述
語
の

姿
は
、
動
詞
―
φ
即
ち
単
独
の
動
詞
終
止
形
で
あ
る
よ
り
は
、
動
詞
―
タ
／
動

詞
―
テ
イ
ル
形
の
も
の
の
方
が
多
数
派
（
三
尾
）。
ま
た
、
事
が
起
こ
る
舞
台

と
し
て
時
所
的
限
定
に
よ
る
場
が
項
目
と
し
て
入
用
（
佐
久
間
、
三
尾
）。
但

し
、
文
脈
に
拠
る
こ
と
を
以
て
省
略
も
有
る
。

　
右
か
ら
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
動
詞
を
述
語
と
す
る
典
型
の
文
（
ガ
動
詞

文
）
は
、
物
語
る
こ
と
、
現
象
を
描
写
す
る
こ
と
、
と
い
う
名
付
け
方
に
違
い

が
あ
る
も
の
の
内
実
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
形
式
的
分
類
と
内
容
的
分
類

と
が
重
な
る
。

昨
日
の
夜
、
公
園
で
、
猫
が
騒
い
だ
。

（
ア
ノ
場
デ
＝
昨
日
の
夜
、
公
園
、
ニ
於
イ
テ
）
ア
ノ
―
猫
が
、
ア
ノ
様

ニ
―
騒
ぐ
―
タ
。

猫
が
騒
い
で
い
る
。

（
眼
前
ノ
場
デ
＝
イ
マ
、
コ
コ
、
ニ
於
イ
テ
）
コ
ノ
―
猫
が
、
コ
ノ
様
ニ

―
騒
ぐ
―
テ
イ
ル
。

猫
が
騒
ぐ
。

（
或
ル
場
デ
＝
或
ル
時
、
或
ル
所
、
ニ
於
イ
テ
）
或
ル
―
猫
が
、
或
ル
様

ニ
―
騒
ぐ
―
φ
。

　
ガ
動
詞
文
は
事
態
の
動
的
展
開
を
表
す
。
ガ
動
詞
文
に
は
、
時
所
的
限
定
を

具
体
的
に
組
み
込
む
こ
と
を
以
て
、
文
意
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
事
態
が
発
生
展
開
終
結
す
る
舞
台
と
な
る
場
、
そ
れ
と
事
態
に
対
す

言
語
主
体
の
立
場
で
あ
る
。
主
体
の
立
場
と
は
、
別
言
す
れ
ば
事
態
が
然
々
に

有
る
と
認
め
る
た
め
の
言
語
主
体
の
立
ち
位
置
と
立
ち
方
で
あ
る
。
時
所
的
限

定
と
述
語
の
姿
を
通
し
て
、
こ
の
両
者
（
事
態
の
場
、
主
体
の
立
場
）
が
関
連

的
に
文
意
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。

　
述
語
が
（
動
詞
―
タ
／
動
詞
―
テ
イ
ル
）
の
文
は
、
主
体
の
立
場
を
明
示
す

る
形
式
で
あ
る
。
述
語
と
事
態
の
場
は
照
応
す
る
。
場
は
時
所
的
限
定
で
示
さ

れ
る
。
時
所
的
限
定
は
構
文
上
に
明
示
的
に
か
或
い
は
含
意
的
に
有
る
。

　
右
の
ガ
動
詞
文
は
何
れ
も
個
別
具
体
の
事
態
で
あ
る
。
但
し
、
時
所
的
限
定

が
確
定
し
な
い
終
止
形
（
動
詞
―
φ
）
述
語
の
も
の
は
、
結
果
と
し
て
言
語
主

体
の
立
場
を
不
定
と
す
る
。
そ
れ
は
、
謂
わ
ば
例
示
的
な
個
別
の
事
態
と
い
う

文
意
を
獲
得
す
る
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、
具
体
的
な
文
脈
が
展
開
す
る
中
で
は

使
用
が
少
数
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
述
語
が
（
動
詞
―
φ
）
の
文
に
於
い
て
、
時
所
的
限
定
及
び
文
脈
に
よ
り
場

が
眼
前
や
今
以
降
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
動
詞
―
テ
イ
ル
形
の
文
意
を
担
っ

た
り
、
或
い
は
動
詞
―
タ
と
は
逆
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
時
の
表
現
が
託
さ
れ
た
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り
す
る
。
即
ち
未
来
の
場
に
於
け
る
個
別
の
事
態
が
表
現
さ
れ
る
。

　
何
れ
に
し
て
も
当
該
の
文
が
内
容
と
す
る
事
態
は
個
別
具
体
的
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
述
語
動
詞
が
担
う
事
態
の
属
性
と
い
う
内
容
が
、
場
の
枠

組
関
係
の
中
に
あ
る
と
い
う
規
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
主
語
の
体
言
が
担

う
事
態
の
実
体
と
い
う
内
容
も
同
様
で
あ
る
。「
ア
ノ
猫
」「
コ
ノ
猫
」「
或
ル

猫
」
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
場
の
在
り
方
、
述
語
の
在
り
方
、

主
語
の
在
り
方
、
こ
の
三
者
は
照
応
す
る
。

　
二
―
二

　
名
詞
文
（
三
上
）
と
は
広
義
の
名
称
で
あ
る
。
純
形
式
的
に
は
一
つ
の
も
の

で
は
な
い
。
一
方
に
は
、
助
詞
ハ
を
挟
ん
で
二
つ
の
体
言
が
関
係
す
る
ハ
名
詞

文
、
所
謂
二
体
言
文
（
山
口
一
九
七
五
）
が
あ
る
。
他
方
に
は
、
形
容
動
詞
を

含
む
広
義
の
形
容
詞
が
述
語
と
な
る
ハ
形
容
詞
文
が
あ
る
。

　
ハ
形
容
詞
文
で
は
、
形
容
詞
―
φ
即
ち
単
独
の
形
容
詞
終
止
形
が
述
語
を
為

す
。
こ
れ
に
対
し
て
ハ
名
詞
文
で
は
、
述
語
は
名
詞
―
デ
ア
ル
と
い
う
よ
う
に

指
定
の
助
動
詞
が
接
す
る
。
名
詞
単
独
で
は
述
語
を
為
さ
な
い
。
ハ
形
容
詞
文

と
ハ
名
詞
文
の
二
つ
は
述
語
の
構
成
形
式
が
異
な
る
。

　
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
判
断
文
（
三
尾
）
と
称
す
る
も
の
は
、
内
容
と
し
て

は
、
狭
い
意
味
で
の
判
断
即
ち
論
理
学
で
い
う
命
題
、
或
い
は
物
事
の
性
質
や

状
態
を
表
す
。
前
者
は
ハ
名
詞
文
が
表
し
、
後
者
は
ハ
形
容
詞
文
が
表
す
。
両

者
を
合
わ
せ
た
も
の
が
三
上
の
言
う
名
詞
文
（
三
上
）
で
あ
る
。

　
三
上
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

動
詞
文
対
名
詞
文
は
西
洋
の
言
語
学
で
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
学
で
言

process

出
し
た
区
別
で
あ
る
。
動
詞
文
は
事
象
の
経
過
（
       ）
を
表
し
、

quality

名
詞
文
は
事
物
の
性
質
（
       ）
を
表
す
。
こ
の
区
別
は
多
か
れ
少

か
れ
何
語
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
た
ゞ
区
別
の
仕
方
や
程
度
は
い
ろ
い

ろ
だ
と
言
う
の
で
あ
る
（
三
上
一
九
五
三
、
四
一
頁
）。

三
上
の
分
類
は
、
名
詞
文
（
三
上
）
と
い
う
取
り
上
げ
に
、
述
語
を
持
つ
文
の

中
で
、
動
詞
を
述
語
と
す
る
も
の
以
外
と
い
う
地
位
を
与
え
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。

　
ガ
動
詞
文
と
い
う
分
類
、
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
現
象
文
（
三
尾
）
と
い
う

分
類
、
即
ち
主
語
の
助
詞
ガ
と
述
語
（
動
詞
―
タ
／
―
テ
イ
ル
／
―
φ
）
に
よ

る
形
式
的
分
類
、
文
意
（
物
語
る
／
現
象
描
写
）
に
よ
る
内
容
的
分
類
、
こ
の

両
者
の
間
に
は
対
応
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
名
詞
文
（
三
上
）
と
い
う
分
類
と
、

品
定
め
文
（
佐
久
間
）
判
断
文
（
三
尾
）
と
い
う
分
類
と
の
間
に
は
、
ガ
動
詞

文
に
於
け
る
よ
う
な
対
応
関
係
は
無
い
。

　
三
上
の
説
く
「
名
詞
文
」
と
は
、
ハ
名
詞
文
と
ハ
形
容
詞
文
を
合
わ
せ
た
総

称
で
あ
る
。
述
語
を
為
す
語
の
類
は
、
名
詞
、
形
容
詞
、
と
い
う
よ
う
に
二
つ

に
跨
が
る
。
し
か
も
名
詞
は
単
独
で
は
な
く
、
述
語
と
し
て
は
デ
ア
ル
の
類
を

必
須
と
す
る
。

　
三
上
が
提
示
す
る
「
動
詞
文
」「
名
詞
文
」
の
分
類
は
、
佐
久
間
の
「
言
い

立
て
文
」（
佐
久
間
）
に
於
け
る
下
位
分
類
の
祖
述
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
上
は
、
品
詞
分
類
を
「
シ
ン
タ
ク
チ
ッ
ク
に
や
っ
て
み
た
い
」（
三
上
一
九

五
三
、
四
〇
頁
）
と
の
意
図
か
ら
、
佐
久
間
が
敢
え
て
避
け
た
形
式
的
な
区
分

名
称
（
動
詞
文
、
名
詞
文
）
を
復
活
さ
せ
る
。

　
三
上
は
、
名
詞
の
概
念
が
形
容
詞
の
属
性
概
念
を
包
摂
す
る
例
文
を
仕
立
て
、

文
意
が
似
通
う
ハ
形
容
詞
文
と
対
照
す
る
。

イ
ナ
ゴ
（
ト
イ
フ
虫
）
ハ
有
害
ダ
。：
ハ
形
容
詞
文

イ
ナ
ゴ
（
ト
イ
フ
虫
）
ハ
害
虫
ダ
。：
ハ
名
詞
文

こ
こ
で
、
名
詞
述
語
が
述
語
と
し
て
文
意
に
有
効
に
働
く
の
は
、
具
有
す
る
部

分
の
属
性
概
念
「
害
」
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ハ
形
容
詞
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文
と
ハ
名
詞
文
の
文
意
の
同
等
性
を
説
き
、「
名
詞
文
」
の
名
称
を
以
て
一
括

し
て
分
類
す
る
こ
と
を
有
効
と
す
る
（
三
上
一
九
五
三
、
四
三
頁
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
形
容
詞
文
と
い
う
述
体
構
文
、
二
体
言
に
よ
る
語
序
を

以
て
文
意
「［
種
］
が
［
類
］
に
包
摂
さ
れ
る
」
を
為
す
ハ
名
詞
文
と
い
う
述

体
構
文
、
こ
の
両
者
の
構
文
構
造
の
内
実
が
同
一
で
あ
る
か
、
或
い
は
同
一
で

な
い
か
と
い
う
課
題
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
（
石
神
二
〇
一
三
）。
但
し
、
二

文
の
同
一
性
を
説
く
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
用
言
の
属
性
が
束
ね
ら
れ
た
も

の
と
し
て
体
言
を
理
解
し
、
体
言
述
語
は
用
言
述
語
に
相
当
す
る
、
と
文
意
に

於
い
て
説
く
も
の
で
あ
る
（
尾
上
二
〇
〇
六
）。
三
上
の
分
析
に
近
い
。

　
三
上
の
為
し
た
こ
と
は
、
名
詞
（
体
言
）
と
し
て
有
る
こ
と
、
形
容
詞
（
用

言
）
と
し
て
有
る
こ
と
、
と
い
う
日
本
語
の
語
が
語
と
し
て
有
る
本
質
に
依
拠

す
る
、
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
語
と
は
異
な
る
西
欧
言
語
構
文
の
、
事
実
存
在

と
本
質
存
在
の
表
現
の
在
り
方
、
と
い
う
も
の
を
拠
り
所
に
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
以
て
、
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
を
、
名
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
、
包

摂
し
た
の
で
あ
る
（
三
上
一
九
五
三
、
第
一
章
　
私
の
品
詞
分
け
　
六
　
動
詞

文
と
名
詞
文
）。

　
佐
久
間
は
、
西
欧
語
研
究
の
成
果
で
あ
る
「
動
詞
文
」「
名
詞
文
」
の
分
類

に
対
し
て
は
、
日
本
語
研
究
で
は
誤
解
さ
れ
不
都
合
で
あ
る
と
説
く
。

　
抑
も
日
本
語
の
形
容
詞
は
、
動
詞
と
同
じ
く
用
言
で
あ
り
、
体
言
と
同
じ
シ

ン
タ
ク
チ
ッ
ク
な
取
り
扱
い
を
必
要
と
し
な
い
。
形
容
詞
は
単
独
で
述
語
の
地

位
を
担
う
。
日
本
語
に
於
け
る
言
い
立
て
文
（
佐
久
間
）
は
、
機
能
と
構
造
の

観
点
か
ら
、
物
語
り
文
（
佐
久
間
）、
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
と
い
う
よ
う
に

内
容
的
分
類
を
下
す
こ
と
が
有
効
で
あ
る
（
佐
久
間
一
九
四
一
、
第
七
章
　
文

の
く
み
た
て
　
三
　
い
い
た
て
文
の
二
い
ろ
）。

　
ま
た
、
佐
久
間
は
、
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
に
対
し
て
は
、
更
に
区
別
が
出

来
る
と
し
こ
れ
を
行
う
。
形
容
詞
を
述
語
と
し
て
性
状
の
規
定
を
言
い
表
す

「
性
状
の
表
現
」、
名
詞
を
述
語
し
て
論
理
学
的
な
判
断
を
表
す
「
判
断
の
表

現
」
と
い
う
二
つ
で
あ
る
（
佐
久
間
一
九
四
一
、
第
八
章
　
品
さ
だ
め
文
の
特

色
）。
尚
、
佐
久
間
は
こ
の
二
つ
に
文
と
し
て
の
名
称
を
与
え
て
い
な
い
。
三

尾
は
、
佐
久
間
の
文
分
類
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
「
性
状
規
定
の

文
」「
判
断
表
現
の
文
」
と
称
し
て
い
る
（
三
尾
一
九
四
八
、
一
三
一
頁
）。

　
総
じ
て
言
え
ば
、
ガ
動
詞
文
の
、
文
意
形
成
に
際
し
て
内
容
と
し
て
与
る
認

識
と
、
ハ
名
詞
文
及
び
ハ
形
容
詞
文
の
そ
れ
は
異
な
る
。
典
型
の
動
詞
述
語
文

が
担
う
文
意
の
、
事
象
の
経
過
と
は
、
個
物
の
在
り
方
即
ち
個
別
具
体
の
事
態

が
有
る
こ
と
の
謂
い
で
あ
る
。
ま
た
、
典
型
の
名
詞
述
語
文
及
び
形
容
詞
述
語

文
が
担
う
文
意
の
、
論
理
学
で
い
う
命
題
或
い
は
物
事
の
性
質
状
態
と
は
、
一

般
的
抽
象
的
な
論
理
関
係
乃
至
は
法
則
が
有
る
こ
と
の
謂
い
で
あ
る
。

　
文
意
を
為
す
認
識
に
は
、
個
別
―
一
般
、
具
体
―
抽
象
、
と
い
う
よ
う
に
次

元
の
相
違
が
あ
る
。
認
識
は
判
断
に
基
づ
く
。
認
識
の
異
な
り
は
判
断
の
異
な

り
で
あ
る
。
述
体
の
下
位
分
類
と
い
う
課
題
は
、
こ
の
こ
と
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

三
　
題
目
論
と
分
類
根
拠

　
前
節
で
は
、
述
語
を
為
す
語
類
（
品
詞
）
の
如
何
を
問
う
こ
と
で
、
述
体
の

分
類
に
於
け
る
形
式
と
内
容
の
関
係
を
追
究
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
主
語
形
式

を
為
す
助
詞
の
如
何
に
就
い
て
の
追
究
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
顧
み

る
こ
と
で
延
い
て
は
主
語
の
助
詞
に
よ
っ
て
、
典
型
に
対
す
る
周
縁
の
文
が
有

る
こ
と
を
知
る
に
至
る
。
周
縁
と
は
、
典
型
が
担
う
本
来
的
乃
至
は
真
性
的
で

あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
臨
時
的
乃
至
は
擬
似
的
な
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
先
に
典
型
と
し
た
文
に
対
し
、
主
語
の
助
詞
を
組
替
え
る
こ
と
で
、
次
の
文

を
得
る
。
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猫
は
騒
ぐ
。　
　
　
：
ハ
動
詞
文

猫
が
騒
が
し
い
。　
：
ガ
形
容
詞
文

猫
が
動
物
で
あ
る
。：
ガ
名
詞
文

　
右
は
、
形
式
的
に
は
、
典
型
的
な
文
が
持
っ
て
い
た
助
詞
ガ
或
い
は
助
詞
ハ

を
、
他
の
助
詞
へ
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
典
型
の
も
の
と
転
換
に

よ
る
周
縁
の
も
の
と
の
間
に
文
意
の
異
な
り
が
生
じ
て
い
る
、
と
い
う
自
覚
が

あ
る
。
文
意
の
異
な
り
と
は
、
如
何
な
る
こ
と
に
根
ざ
し
、
構
文
の
如
何
な
る

内
部
構
造
に
拠
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
日
本
語
の
助
詞
は
、
最
も
広
い
意
味
で
い
う
判
断
と
の
関
係
で
、
文
意
の
在

り
方
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
掲
げ
た
例
文
か
ら
は
、
主
語
助
詞
が
何
で
あ
る
か
が
文
意
決
定
の
焦
点

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
文
構
造
と
判
断
の
在
り
方
と
の
関
係
に
関
す
る

議
論
へ
と
誘
わ
れ
る
。
文
意
を
為
す
に
於
い
て
、
構
文
上
に
地
位
を
占
め
る
助

詞
ハ
或
い
は
助
詞
ガ
は
、
判
断
を
ど
の
よ
う
に
担
っ
て
い
る
の
か
。
約
め
て
言

え
ば
、
文
に
於
い
て
助
詞
ハ
と
助
詞
ガ
は
ど
う
違
う
の
か
。
日
本
語
文
法
論
の

基
底
の
課
題
で
あ
る
。

　
構
文
上
の
助
詞
、
文
意
を
為
す
判
断
の
在
り
方
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
松
下
大
三
郎
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
課
題
と
為
し
た
嚆
矢
と
言
え

よ
う
。
松
下
は
、
日
本
語
の
原
理
的
な
構
造
と
し
て
、
断
定
即
ち
判
断
の
在
り

方
か
ら
、
述
体
の
文
に
相
当
す
る
「
思
惟
的
断
句
」
に
「
有
題
的
」「
無
題
的
」

の
弁
別
を
施
す
（
注
３
）。

　
有
題
の
文
と
は
、
判
断
の
対
象
を
提
示
し
、
こ
れ
に
照
応
す
る
判
断
を
下
す

こ
と
に
よ
る
文
で
あ
る
。
松
下
は
例
文
と
し
て
次
の
も
の
を
掲
げ
る
。（
松
下

一
九
二
四
、
四
八
頁
）。

虎
は
猛
獣
な
り
。　
：
ハ
名
詞
文
　
　
判
断
表
現

今
宵
は
風
涼
し
　　
：
ハ
形
容
詞
文
　
性
状
規
定

「
有
題
的
思
惟
的
断
句
」
と
は
、
後
に
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
判
断
文
（
三
尾
）

と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
文
は
、
佐
久
間
の
分
類
に
拠
れ
ば
順

に
、
判
断
表
現
、
性
状
規
定
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
例
文

に
続
く
表
示
は
私
に
追
加
し
た
。

　
松
下
の
研
究
は
、
助
詞
（
助
辞
）
と
判
断
の
在
り
方
と
の
関
係
を
追
究
す
る

も
の
で
、『
標
準
日
本
口
語
法
』
で
は
叙
述
を
為
す
仕
方
と
し
て
説
く
が
、
基

本
は
『
標
準
日
本
文
法
』
か
ら
一
貫
し
て
構
文
構
造
上
の
助
詞
ハ
に
託
さ
れ
る

判
断
（
断
定
）
の
在
り
方
に
就
い
て
の
分
析
で
あ
る
。

　
有
題
の
観
点
は
、
助
詞
ハ
を
「
題
目
の
助
辞
」
と
す
る
研
究
へ
と
展
開
さ
せ

た
。
叙
述
の
範
囲
を
予
定
し
て
題
目
を
掲
げ
、
そ
れ
に
就
い
て
判
断
を
下
す
と

い
う
「
題
示
的
叙
述
」
を
助
詞
ハ
が
為
す
。
即
ち
「
題
目
」
を
持
つ
文
で
あ
る
。

日
本
語
の
構
文
に
、
松
下
は
「
題
目
」―「
解
説
」
と
い
う
構
文
関
係
を
導
入
し

た
。
そ
の
論
点
は
、
有
題
文
が
担
う
判
断
の
在
り
方
は
無
題
文
の
そ
れ
と
異
な

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
松
下
一
九
三
〇
、
第
六
章
　
静
助
辞
　
附
、
頭
助

辞
　
第
四
節
　
提
示
助
辞
　
題
目
の
助
辞
）。

　
無
題
文
、
即
ち
「
無
題
的
叙
述
」
の
文
に
、
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
現
象
文

（
三
尾
）
動
詞
文
（
三
上
）
と
い
う
分
類
名
称
の
三
者
が
重
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
ガ
動
詞
文
の
形
式
に
よ
る
組
立
で
あ
る
。
こ
の
種
の
文
に
は
題
目
は
無
い
。

　
即
ち
、
ガ
動
詞
文
に
於
い
て
は
、
課
題
に
照
応
す
る
判
断
を
下
す
と
い
う
解

説
を
為
す
た
め
に
、
そ
の
課
題
を
予
め
提
示
す
る
と
い
う
主
体
の
観
念
的
な
作

用
と
い
う
も
の
は
無
い
。
先
に
、
ガ
動
詞
文
の
文
意
で
記
し
た
「
主
観
の
容
喙

を
許
さ
な
い
」（
三
尾
）
は
こ
の
松
下
の
論
理
に
連
な
る
。
構
文
上
に
題
目
の

助
詞
ハ
が
有
る
こ
と
は
「
主
観
の
容
喙
が
為
さ
れ
た
」
こ
と
の
指
標
で
あ
る
。
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松
下
の
理
論
は
「
主
観
の
容
喙
の
有
無
」
を
特
徴
と
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が

出
来
よ
う
。

　
松
下
の
理
論
か
ら
は
、
助
詞
ハ
の
有
無
に
よ
っ
て
文
意
に
与
る
認
識
を
二
分

す
る
こ
と
に
な
る
。
無
題
文
の
認
識
に
は
主
観
の
容
喙
が
無
い
と
い
う
特
徴
が

導
か
れ
る
。
有
題
文
は
そ
れ
と
対
蹠
的
な
関
係
に
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
典
型
的
な
例
文
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
例
文
と
そ
の
分
類
を
掲
げ
る
。

猫
が
騒
い
だ
。　
：
ガ
動
詞
文
　
　
　
猫
は
騒
が
し
い
。　
：
ハ
形
容
詞
文

猫
が
騒
い
で
い
る
。　
〃
　
　
　
　
　
猫
は
動
物
で
あ
る
。：
ハ
名
詞
文

無
題
文
　
　
　
　
　
　
―
―
―
　
　
　
有
題
文
　
　
：
松
下

物
語
り
文
　
　
　
　
　
―
―
―
　
　
　
品
定
め
文
　
：
佐
久
間

現
象
文
　
　
　
　
　
　
―
―
―
　
　
　
判
断
文
　
　
：
三
尾

動
詞
文
　
　
　
　
　
　
―
―
―
　
　
　
名
詞
文
　
　
：
三
上

　
松
下
の
研
究
は
、
典
型
の
文
の
分
類
に
、
文
意
の
在
り
方
と
構
文
構
造
の
在

り
方
の
両
面
か
ら
根
拠
を
与
え
る
。
根
拠
の
論
点
は
主
観
の
容
喙
の
有
無
で
あ

る
。
判
断
文
（
三
尾
）
と
は
、
現
実
的
な
も
の
を
超
え
て
言
語
主
体
が
観
念
の

中
で
概
念
の
結
合
を
行
う
、
即
ち
主
観
の
容
喙
が
有
る
と
い
う
特
徴
を
顕
わ
に

示
し
た
名
称
で
あ
る
。
但
し
そ
の
判
断
と
は
論
理
学
で
い
う
命
題
即
ち
狭
い
意

味
で
の
判
断
で
あ
る
。

四
　
助
詞
と
用
言
文

　
四
―
一

　
松
下
が
有
題
文
「
有
題
目
的
断
定
」
の
例
と
し
た
文
（
東
京
に
は
博
物
館
が

あ
る
。
注
３
）
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
題
目
と
は
主
語
─
述
語
の
構

文
関
係
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
文
は
存
在
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
主
語

は
「
博
物
館
が
」、「
東
京
に
」
は
存
在
の
場
を
表
す
補
語
で
あ
る
（
注
４
）。

今
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
別
に
し
て
、
文
形
式
の
基
本
で
あ
る
主
語
―

述
語
関
係
の
構
文
に
於
い
て
、
題
目
提
示
を
為
す
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ

る
。

　
題
目
提
示
の
有
題
文
と
は
、
無
題
の
文
か
ら
す
れ
ば
、
文
意
の
形
成
に
与
る

認
識
の
次
元
を
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
個
別
具
体
の
事
態
に
関
す
る

判
断
か
ら
、
謂
わ
ば
主
観
の
容
喙
に
よ
る
判
断
へ
転
換
す
る
。
無
題
文
と
は
個

別
具
体
に
関
す
る
判
断
と
叙
述
で
あ
る
。
有
題
文
と
は
一
般
抽
象
に
関
す
る
判

断
と
叙
述
で
あ
る
。
日
本
語
の
述
体
文
に
は
文
意
の
次
元
が
異
な
る
二
種
類
が

あ
る
。
佐
久
間
の
用
語
を
用
い
れ
ば
「
物
語
り
文
」「
品
定
め
文
」
で
あ
る
。

　
先
に
、
主
語
の
助
詞
を
組
み
替
え
る
と
き
、
文
意
の
変
更
が
自
覚
さ
れ
る
と

述
べ
た
。
ガ
動
詞
文
に
つ
い
て
、
例
示
の
典
型
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
多
数
派

の
形
式
も
合
わ
せ
て
ハ
動
詞
文
に
転
換
し
、
両
者
の
文
意
を
佐
久
間
の
分
類
に

当
て
嵌
め
て
み
る
。
把
握
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
猫
が
騒
ぐ
。　
　
　
　
：
ガ
動
詞
文
　
物
語
り
文

２
猫
は
騒
ぐ
。　
　
　
　
：
ハ
動
詞
文
　
品
定
め
文

３
猫
が
騒
い
だ
。　
　
　
：
ガ
動
詞
文
　
物
語
り
文

４
猫
は
騒
い
だ
。　
　
　
：
ハ
動
詞
文
　
＊
＊
＊
＊

５
猫
が
騒
い
で
い
る
。　
：
ガ
動
詞
文
　
物
語
り
文

６
猫
は
騒
い
で
い
る
。　
：
ハ
動
詞
文
　
＊
＊
＊
＊
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右
の
転
換
し
た
三
文
２
４
６
の
中
で
、
直
感
的
に
文
意
を
把
握
し
分
類
で
き

る
の
は
２
（
ハ
動
詞
―
φ
）
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
品
定
め
文
（
佐
久
間
）

の
文
意
が
あ
る
。
性
状
規
定
で
あ
る
。

　
４
（
ハ
動
詞
―
タ
）、
６
（
ハ
動
詞
―
テ
イ
ル
）
の
ハ
動
詞
文
に
関
し
て
は
、

所
属
の
決
定
が
簡
単
で
は
な
い
。
助
詞
ハ
を
根
拠
に
し
て
、
題
目
化
す
る
こ
と

が
同
時
に
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
へ
の
転
換
で
あ
る
、
と
展
開
す
る
こ
と
に
は

躊
躇
を
覚
え
る
。
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
の
文
意
は
、
個
別
具
体
の
事
態
が
あ

る
こ
と
で
は
な
く
、
事
物
の
性
質
と
い
う
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
助
詞
ハ
に

よ
っ
て
題
目
化
が
行
わ
れ
た
に
し
て
も
、
４
６
に
は
文
意
と
し
て
、
個
物
の
動

き
、
と
で
も
い
う
面
が
認
め
ら
れ
る
。
４
６
の
文
意
に
２
と
同
じ
よ
う
な
性
状

規
定
は
無
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
少
数
派
の
ガ
動
詞
文
（
―
φ
）
と
多
数
派
の
ガ
動
詞
文
（
―

タ
／
―
テ
イ
ル
）
と
で
は
、
転
換
に
よ
る
ハ
動
詞
文
の
新
た
な
文
意
は
同
一
で

は
な
い
。
外
形
的
特
徴
か
ら
題
目
化
さ
れ
た
有
題
の
文
に
対
し
て
、
仮
に
２
４

６
を
通
し
て
該
分
類
を
与
え
た
に
し
て
も
、
助
詞
ハ
の
機
能
と
し
て
あ
る
も
の

は
一
律
で
は
な
い
。
助
詞
ハ
へ
転
換
す
る
こ
と
で
生
じ
た
周
縁
の
動
詞
文
は
一

種
類
で
は
な
い
。

　
構
文
上
の
助
詞
ハ
は
「
主
観
の
容
喙
」
が
為
さ
れ
た
こ
と
の
指
標
で
あ
る
。

松
下
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
助
詞
ハ
と
判
断
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、「
主
観
の
容
喙
」
の
内
実
は
唯
一
の
在

り
方
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
新
た
な
課
題
に
導
か
れ
る
。

　
四
―
二

　
始
め
に
、
ハ
動
詞
文
（
―
φ
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
品
定
め
文
（
佐
久
間
）
で
あ
る
典
型
の
ハ
形
容
詞
文
（
―
φ
）

と
対
照
す
る
。
序
で
に
ガ
形
容
詞
文
も
掲
げ
る
。
先
に
ガ
動
詞
文
に
於
い
て
用

い
た
文
意
分
析
を
踏
襲
す
る
。
時
所
的
限
定
に
よ
る
当
該
文
の
場
の
規
定
の
在

り
方
に
就
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
文
意
と
文
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
。

２
猫
は
騒
ぐ
。

（
常
ノ
場
デ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）
猫
―
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
ぐ
―
モ
ノ
ダ
。

７
猫
は
騒
が
し
い
。

（
常
ノ
場
デ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）
猫
―
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
が
し
い
―
モ
ノ
ダ
。

８
猫
が
騒
が
し
い
。

（
眼
前
ノ
場
デ
＝
イ
マ
、
コ
コ
、
ニ
於
イ
テ
）
コ
ノ
―
猫
が
、
コ
ノ
様
ニ

―
騒
が
し
い
―
コ
ト
ヨ
。

　
２
ハ
動
詞
文
（
―
φ
）
７
ハ
形
容
詞
文
（
―
φ
）
は
、
場
に
対
し
個
別
具
体

の
内
容
を
持
た
な
い
。
場
が
「
―
ニ
モ
関
セ
ズ
」
で
あ
る
と
は
、
時
所
的
限
定

が
解
除
さ
れ
て
個
別
を
超
え
た
場
で
あ
り
、「
常
ノ
場
」
即
ち
普
遍
で
あ
る
。

２
７
の
述
語
が
動
詞
で
あ
る
か
形
容
詞
で
あ
る
か
と
い
う
品
詞
の
違
い
を
超
え

て
、
両
者
は
用
言
文
と
し
て
文
意
と
文
構
造
に
相
等
性
が
あ
る
。
但
し
、
時
間

性
に
関
す
る
品
詞
毎
の
属
性
の
意
味
の
異
な
り
は
あ
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
二

二
九
頁
。
同
一
九
三
六
、
一
九
八
頁
）。

　
次
の
９
ガ
形
容
詞
文
（
形
容
詞
―
ア
ル
―
タ
）
と
そ
の
場
の
枠
組
関
係
か
ら

す
る
と
、
８
ガ
形
容
詞
文
は
、
ガ
動
詞
文
（
動
詞
―
タ
／
テ
イ
ル
）
と
同
じ
場

の
組
立
に
あ
る
。

９
昨
日
の
夜
、
公
園
で
、
猫
が
騒
が
し
か
っ
た
。
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（
ア
ノ
場
デ
＝
昨
日
の
夜
、
公
園
、
ニ
於
イ
テ
）
ア
ノ
―
猫
が
、
ア
ノ
様

ニ
―
騒
が
し
い
―
ア
ル
―
タ
―
コ
ト
ヨ
。

　
猫
が
騒
い
で
い
た
。

１０（
ア
ノ
場
デ
＝
昨
日
の
夜
、
公
園
、
ニ
於
イ
テ
）
ア
ノ
―
猫
が
、
ア
ノ
様

ニ
―
騒
ぐ
―
テ
イ
ル
―
タ
―
コ
ト
ヨ
。

　
ガ
形
容
詞
文
は
、
述
語
は
形
容
詞
で
あ
る
が
文
意
は
典
型
の
動
詞
文
的
で
あ

る
。
謂
わ
ば
臨
時
擬
似
の
動
詞
文
で
あ
る
。
事
態
の
場
と
主
体
の
立
場
の
関
係

性
が
「
ア
」
或
い
は
「
コ
」
と
抽
出
さ
れ
、
こ
の
関
係
性
が
場
の
在
り
方
と
主

語
の
在
り
方
と
述
語
の
在
り
方
と
で
照
応
し
て
い
る
。
ハ
形
容
詞
文
は
、
ガ
形

容
詞
文
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
が
個
別
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
体
言
は
事
態
の
実
体
を
表
す
。
体
言
そ
の
も
の
が
語
の
意
味
と
し
て
有
す
る

実
体
に
、
個
別
を
指
示
す
る
か
、
一
般
を
指
示
す
る
か
、
と
い
う
規
定
が
予
め

有
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
の
部
分
と
し
て
如
何
な
る
事
態
認
識
に
参
加
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
次
元
が
決
定
さ
れ
る
。
２
と
７
の
主
語
の
体
言
「
猫
」
は
両
文

と
も
文
意
か
ら
導
か
れ
る
「
―
ナ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
場
の
枠
組
的
把
握
に
あ
る
。

２
と
７
の
主
語
「
猫
」
は
概
念
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
を
指
示
し
て
い
る
。

　
右
の
２
と
７
二
つ
の
ハ
用
言
文
は
更
に
組
み
替
え
る
こ
と
で
、
場
の
在
り
方

と
主
語
の
在
り
方
と
述
語
の
在
り
方
と
の
照
応
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
尚
、

シ
ザ
マ
は
為
様
、
作
用
性
用
言
、
即
ち
動
詞
の
実
質
で
あ
り
、
ア
リ
サ
マ
は
有

様
、
形
状
性
用
言
、
即
ち
形
容
詞
の
実
質
を
指
す
。

２
猫
は
騒
ぐ
。

［
猫
―
ナ
ル
モ
ノ
］
は
、［
常
ニ
］［
騒
ぐ
シ
ザ
マ
］―
ガ
ア
ル
。

［
猫
―
ナ
ル
モ
ノ
］
は
、［
常
ナ
ル
騒
ぐ
シ
ザ
マ
］―
デ
ア
ル
。

７
猫
は
騒
が
し
い
。

［
猫
―
ナ
ル
モ
ノ
］
は
、［
常
ニ
］［
騒
が
し
い
ア
リ
サ
マ
］―
ガ
ア
ル
。

［
猫
―
ナ
ル
モ
ノ
］
は
、［
常
ナ
ル
騒
が
し
い
ア
リ
サ
マ
］―
デ
ア
ル
。

ハ
用
言
文
は
場
を
常
の
場
と
し
て
普
遍
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
。
実
体
に
属
性

が
存
在
す
る
と
い
う
事
態
の
存
在
を
、
ガ
ア
ル
こ
と
を
意
味
す
る
存
在
関
係
か

ら
、
実
体
と
属
性
と
が
主
辞
―
賓
辞
の
論
理
関
係
の
デ
ア
ル
へ
転
換
す
る
。

［
此
々
ニ
常
ニ
然
々
ガ
ア
ル
］
即
ち
［
此
々
ハ
常
ナ
ル
然
々
デ
ア
ル
］

　
以
上
の
よ
う
に
、
２
７
の
両
文
の
述
語
用
言
は
、
当
の
実
質
を
内
容
と
す
る

賓
位
概
念
と
し
て
言
語
主
体
の
概
念
結
合
の
作
用
に
参
加
す
る
。
こ
れ
は
言
語

主
体
が
自
己
の
観
念
の
中
で
結
合
す
る
概
念
で
あ
る
。
概
念
の
結
合
は
、
言
語

主
体
が
為
す
作
用
で
あ
る
。
現
象
の
有
り
の
儘
と
は
異
な
る
別
の
次
元
に
於
け

る
観
念
的
な
事
態
認
識
の
形
成
で
あ
る
。
観
念
的
な
次
元
で
概
念
を
結
合
す
る

と
い
う
判
断
、
即
ち
「
主
観
の
容
喙
」
が
有
っ
た
こ
と
、
助
詞
ハ
は
そ
の
指
標

と
し
て
有
る
。

　
尚
、
こ
の
種
の
文
は
、
分
析
に
示
し
た
よ
う
に
末
尾
を
「
―
モ
ノ
ダ
」
と
表

示
す
る
。
こ
れ
は
、
助
詞
ハ
が
観
念
性
の
判
断
で
あ
る
こ
と
に
照
応
す
る
述
語

の
形
式
で
あ
る
。
こ
の
種
の
文
末
形
式
「
―
モ
ノ
ダ
」「
―
モ
ノ
デ
ア
ル
」
の

「
モ
ノ
」
と
は
、
事
態
を
構
成
す
る
実
体
を
表
す
事
物
の
モ
ノ
で
は
な
い
。「
理

が
あ
る
」「
定
め
を
持
つ
」
と
い
っ
た
意
味
を
、
最
も
高
度
の
抽
象
名
詞
を
以

て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
用
言
文
が
終
止
形
終
止
と
し
て
具
有
す
る
に
至
っ

た
内
容
を
実
体
化
し
て
、
こ
れ
を
「
―
ト
イ
ウ
理
ガ
有
ル
」「
―
ト
イ
ウ
理
ヲ

持
ツ
」「
―
ト
イ
ウ
理
デ
ア
ル
」
の
よ
う
に
入
れ
子
の
引
用
形
式
を
構
成
し
、
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観
念
性
判
断
の
実
質
と
し
て
其
処
に
位
置
す
る
。「
―
モ
ノ
ダ
」
は
一
連
の
以

上
の
こ
と
を
顕
在
化
す
る
。「
―
モ
ノ
ダ
」
は
当
該
の
文
が
観
念
性
の
判
断
で

あ
る
こ
と
の
指
標
を
為
す
。
判
断
の
種
類
と
文
末
形
式
に
よ
る
把
握
は
、
次
に

示
す
森
重
敏
の
研
究
に
よ
る
。

　
四
―
三

　
ハ
動
詞
文
（
―
φ
）
が
観
念
性
の
判
断
で
あ
る
こ
と
は
右
の
検
討
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
自
余
は
ハ
動
詞
文
（
―
タ
／
―
テ
イ
ル
）
に
就
い
て
で
あ
る
が
ハ

動
詞
文
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
石
神
二
〇
一
三
）。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
語
の
助
詞
ハ
と
助
詞
ガ
に
関
し
て
は
、
森
重
敏
に
判
断
の

次
元
的
相
違
を
追
究
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
松
下
の
研
究
と
共
に
重
要
な

地
位
に
あ
る
（
森
重
一
九
六
五
、
一
九
七
一
）。

　
森
重
は
、
助
詞
ハ
に
関
わ
る
判
断
が
観
念
性
の
判
断
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
助
詞
ガ
の
判
断
が
観
念
性
に
対
蹠
的
な
現
実
性
の
判

断
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
助
詞
ハ
の
判
断
が
観
念
性
の
判
断
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
現
実
性
の
判
断
で
も
あ
る
と
説
く
（
森
重
一
九
七
一
、
七
五

頁
）。
ハ
動
詞
文
の
分
析
は
森
重
の
説
く
と
こ
ろ
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
稿
を
踏
ま
え
ハ
動
詞
文
（
―
タ
／
―
テ
イ
ル
）
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ

る
。

　
佐
久
間
に
よ
る
「
物
語
り
文
」
と
い
う
分
類
は
、
物
語
文
章
の
初
発
に
出
現

す
る
文
を
取
り
上
げ
て
、

昔
々
、
或
る
所
に
、［
人
物
］
が
、
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
姿
に
集
約
し
て
、
物
語
の
中
に
［
人
物
］
が
登
場
す
る
典
型
と
捉
え
た

こ
と
に
よ
る
（
佐
久
間
一
九
四
一
、
一
五
〇
頁
以
下
）。
し
か
し
な
が
ら
、
人

物
が
登
場
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
、
物
語
が
展
開
し
こ
れ
を
構
成
す

る
た
め
の
文
は
、

（
既
定
ノ
場
ニ
）［
登
場
人
物
］
ハ
―
動
詞
（
ま
し
）―
タ
。

（
既
定
ノ
場
ニ
）［
登
場
人
物
］
ハ
―
動
詞
―
テ
イ
ル
（
ま
し
）―
タ
。

と
い
う
文
、
即
ち
こ
こ
で
問
題
に
し
た
４
６
を
多
く
見
る
の
で
あ
る
。
お
爺
さ

ん
と
お
婆
さ
ん
が
共
に
登
場
を
し
た
後
、
対
比
的
に
描
か
れ
る
た
め
に
「
お
爺

さ
ん
は
―
」「
お
婆
さ
ん
は
―
」
と
い
う
ハ
動
詞
文
が
続
く
と
す
る
処
理
に
は

直
ち
に
は
同
意
出
来
な
い
。
一
人
の
登
場
人
物
が
ハ
動
詞
文
で
描
写
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
物
語
の
最
初
で
、

或
春
の
午
過
ぎ
で
す
。
白
と
い
う
犬
は
土
を
嗅
ぎ
嗅
ぎ
、
静
か
な
往
来
を

歩
い
て
い
ま
し
た
。（
芥
川
龍
之
介
「
白
」
岩
波
文
庫
『
蜘
蛛
の
糸
　
杜

子
春
・
ト
ロ
ッ
コ
』）

（
既
定
ノ
場
ニ
）［
登
場
人
物
］
ハ
―
動
詞
―
テ
イ
ル
（
ま
し
）―
タ
。

と
い
う
も
の
も
あ
る
。「
白
と
い
う
犬
は
―
」
と
い
う
表
現
は
、
日
常
的
な
物

語
の
始
ま
り
に
向
か
う
我
々
の
意
識
を
超
え
て
、
話
手
が
、
聞
手
で
あ
る
我
々

を
、
物
語
場
面
即
ち
「
時
：
或
春
の
午
過
ぎ
、
所
：
静
か
な
往
来
」
と
い
う
当

該
の
文
が
担
う
具
体
的
な
事
態
の
場
へ
誘
導
し
、
我
々
の
立
ち
位
置
立
ち
方
を

予
め
決
定
し
て
い
る
。

　
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。「
白
と
い
う
犬
」
を
、［
登
場
人
物
］
と
し
て
、

話
手
が
「
コ
」
と
し
て
指
示
し
た
事
態
の
場
を
、
聞
手
も
同
様
に
把
握
し
た
。

そ
の
証
と
し
て
話
手
は
「
ソ
」
の
関
係
を
［
登
場
人
物
］
に
記
す
。
こ
れ
を
当

該
の
事
態
の
中
に
組
み
込
む
。 
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ソ
の
場
に
、
ソ
の
［
登
場
人
物
］
ガ
ア
ル

　
　
≒

［
登
場
人
物
］
ハ

と
い
う
よ
う
に
、［
登
場
人
物
］
が
特
殊
な
関
係
に
有
る
も
の
と
し
て
、
言
語

主
体
は
判
断
し
た
。

　
物
語
の
文
章
を
為
す
物
語
り
文
で
、
人
物
の
登
場
に
続
い
て
物
語
ら
れ
る
文

で
は
、
特
殊
の
判
断
が
加
え
ら
れ
た
ハ
動
詞
の
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
が
連
続

す
る
。
物
語
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
松
下
に
従
い
、
構
文
上
の
助
詞
ハ
は
「
主
観
の
容
喙
」
を
根
拠
に
す
る
指
標

で
あ
る
と
把
握
し
た
。
２
（
ハ
動
詞
―
φ
）
の
文
に
於
い
て
は
、
事
態
が
具
体

の
次
元
か
ら
抽
象
の
次
元
へ
上
昇
昇
華
す
る
、
と
い
う
関
係
性
の
転
換
に
「
主

観
の
容
喙
」
を
見
た
。
現
実
性
の
判
断
か
ら
観
念
性
の
判
断
へ
と
い
う
次
元
の

移
行
運
動
を
言
語
主
体
が
作
用
と
し
て
為
し
、
そ
の
構
文
上
の
指
標
が
助
詞
ハ

と
し
て
実
現
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
判
断
の
普
遍
化
で
あ
る
。

　
４
（
ハ
動
詞
―
タ
）
６
（
ハ
動
詞
―
テ
イ
ル
）
の
文
は
特
殊
化
で
あ
る
。
ソ

の
場
に
有
る
ソ
の
人
物
、
と
い
う
よ
う
に
、
主
語
の
実
体
の
特
殊
化
を
経
た
も

の
で
あ
る
。
ハ
動
詞
文
（
動
詞
―
タ
／
テ
イ
ル
）
は
物
語
の
展
開
に
そ
の
よ
う

な
内
実
を
以
て
参
加
す
る
。
物
語
り
文
で
あ
る
も
の
の
特
殊
な
姿
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
松
下
が
有
題
文
と
し
て
例
示
す
る
文
「
東
京
に
は
博
物
館
が
あ
る
。」（
注

３
）、
或
い
は
三
尾
が
判
断
文
（
三
尾
）
と
し
て
分
析
対
象
と
す
る
「
二
階
は

先
生
に
か
し
て
あ
る
。」（
注
４
）
と
い
う
文
は
、
物
語
り
文
（
佐
久
間
）
の
特

殊
な
も
の
と
し
て
追
究
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
助
詞
ハ
を
持
つ
構
文

の
内
部
構
造
は
文
意
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
一
律
で
は
な
い
。
新
た
な
課
題
へ

と
誘
わ
れ
る
。

〈
注
〉

注
１
　
文
の
分
類
論
に
関
し
て
は
、
論
理
学
に
於
け
る
も
の
が
夙
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
（
速
水
一
九
一
六
、
八
三
頁
以
下
）。
判
断
の
賓
位
の
性
質
か
ら

区
別
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
「
物
語
判
断
」（
シ
ー
ザ
ー
が
ル
ビ
コ
ン

河
を
渡
れ
り
。）、「
記
述
的
判
断
」（
此
の
机
は
長
し
。）、「
説
明
的
判
断
」

（
カ
ン
ト
は
哲
学
者
な
り
。）
と
い
う
三
種
類
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
動

詞
文
、
形
容
詞
文
、
名
詞
文
と
い
う
述
体
文
の
述
語
形
式
の
分
類
に
相
当

す
る
。

　
総
じ
て
日
本
語
研
究
に
於
け
る
述
体
文
分
類
は
、
結
果
と
し
て
は
助
詞

ガ
の
文
と
助
詞
ハ
の
文
と
い
う
対
立
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
記
述

的
判
断
」
と
「
説
明
的
判
断
」
と
で
は
、
判
断
の
賓
位
を
為
す
述
語
形
式

の
語
類
（
品
詞
）
に
異
な
り
が
認
め
ら
れ
、
文
意
に
与
る
認
識
の
在
り
方

も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
構
文
構
造
上
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ

は
斯
々
然
々
で
あ
る
と
追
究
し
論
理
的
に
類
別
を
為
す
に
至
っ
て
は
い
な

い
。

注
２
　
佐
久
間
の
表
記
は
「
い
い
た
て
文
」
で
あ
る
が
、
他
の
も
の
も
含
め
、

表
記
は
漢
字
に
適
宜
改
め
た
。

　
佐
久
間
は
、
言
語
機
能
の
基
本
的
な
も
の
と
し
て
、
物
事
に
感
じ
た
模

様
が
ひ
と
り
で
に
表
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
「
表
出
」、
話
し
の
相

手
に
対
す
る
態
度
を
表
す
「
訴
え
」、
見
聞
し
た
物
や
事
に
つ
い
て
そ
の

容
子
を
述
べ
た
り
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
言
い
出
す
「
演
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述
」（
叙
事
）
と
い
う
三
種
類
が
あ
る
と
説
く
。
言
い
立
て
文
は
、
表
出

を
担
う
文
（
感
動
詞
）、
訴
え
を
担
う
文
（
命
令
文
）、
と
い
う
中
で
の
一

つ
で
あ
る
。（
佐
久
間
一
九
四
一
、
第
七
章
　
文
の
く
み
た
て
　
二
　
言

語
機
能
と
文
の
組
立
）。

　
三
尾
に
あ
っ
て
は
、
文
は
全
体
と
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

（
一
）　
場
の
文
 …
…
…
…
…
…
 現
象
文
　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。

（
二
）　
場
を
含
む
文
 …
…
…
…
 判
断
文
　
　
雨
は
水
滴
だ
。

（
三
）　
場
を
指
向
す
る
文
 …
…
 未
展
開
文
　
雨
！

（
四
）　
場
と
相
補
う
文
 …
…
…
 分
節
文
　
　
読
め
ま
す
。（
←
「
お

ま
え
は
こ
の
本
が
読
め
る
か
？
」
の
場
に
於
け
る
も
の
、
と
し

て
）

と
い
う
四
種
類
で
あ
る
。
議
論
の
対
象
は
こ
の
中
の
㈠
㈡
で
あ
る
。（
三

尾
一
九
四
八
、
八
一
頁
以
下
）。

　
三
上
に
於
い
て
は
、
言
い
立
て
文
（
佐
久
間
）
の
分
類
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
文
全
体
へ
の
言
及
は
な
い
。

注
３
　
松
下
文
法
の
研
究
成
果
は
次
の
も
の
に
あ
る
。
判
断
の
相
違
と
叙
述
の

相
違
に
関
し
て
説
く
と
こ
ろ
を
対
照
し
て
取
り
上
げ
、
併
せ
て
そ
の
分
類

内
容
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
も
の
で
あ
る
。

松
下
大
三
郎
『
標
準
日
本
文
法
』（
松
下
一
九
二
四
）［
Ａ
］

松
下
大
三
郎
『
改
選
標
準
日
本
文
法
』（
松
下
一
九
二
八
）［
Ｂ
］

松
下
大
三
郎
『
標
準
日
本
口
語
法
』（
松
下
一
九
三
〇
）［
Ｃ
］

無
題
目
的
断
定
　
―
　
有
題
目
的
断
定
　
：［
Ａ
］［
Ｂ
］

無
題
的
叙
述
　
　
―
　
題
示
的
叙
述
　
　
：［
Ｃ
］

無
題
目
的
断
定
：
題
目
（
判
断
の
対
象
概
念
）
を
設
け
ず
し
て
突
懸

に
叙
述
し
た
断
定

東
京
に
博
物
館
が
あ
る
。

有
題
目
的
断
定
：「
東
京
に
」
と
い
う
概
念
を
判
断
の
対
象
と
し
て

提
示
し
そ
れ
に
就
い
て
叙
述
し
た
断
定

東
京
に
は
博
物
館
が
あ
る
。

（［
Ａ
］
五
三
〇
頁
以
下
、［
Ｂ
］
五
九
八
頁
）

無
題
的
叙
述
：
叙
述
の
範
囲
を
予
示
せ
ず
題
目
な
し
に
叙
述
す
る

題
示
的
叙
述
：
叙
述
の
範
囲
を
予
定
し
て
題
目
を
掲
げ
、
そ
れ
に
就

い
て
判
断
を
下
す
（［
Ｃ
］
三
三
七
頁
）。

注
４
　
松
下
文
法
の
「
題
目
」
研
究
の
論
点
に
、
題
目
と
し
て
提
示
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
の
「
実
質
化
」
が
あ
る
。
有
題
文
の
「
題
目
」
が
無
題
文
の
格

の
次
元
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が
主
格
主
語
に
限
定

さ
れ
な
い
こ
と
を
導
く
（
松
下
一
九
二
四
、
五
二
九
頁
）。

　
三
尾
も
、
同
様
の
主
張
を
「
述
部
が
動
詞
の
場
合
に
は
主
部
の
語
が
か

な
ら
ず
し
も
主
語
と
だ
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」
と
し
て
、

二
階
は
先
生
に
か
し
て
あ
る
。

二
階
を
先
生
に
か
し
て
あ
る
。

と
い
う
文
を
並
べ
て
、「
判
断
文
に
あ
っ
て
は
、
主
部
は
題
目
で
あ
っ
て
、

格
の
概
念
か
ら
は
な
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
三
尾
一
九
四
八
、
九
〇
頁
以

下
）
と
説
い
て
い
る
。

　
有
題
の
文
は
、
格
（
無
題
文
）
の
次
元
を
超
え
た
構
文
構
造
の
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
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